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ゾ
ー

ン

の

チ
ベ

ッ

ト

仏

教
が

見
せ

る

文
化
的

資
源

性
を
、

特
定
の

僧
院
を

事
例
と
し

て

さ
ら
に

詳
細
に

検
討
し
て

い

く
こ

と
で

、

現
代
チ
ベ

ッ

ト

仏

教
が
持
つ

グ

ロ

ー

カ

ル

な
動
態
の
一

端
を

明
ら
か

に

で

き
る

と

考
え
る

。

シ
ェ

ン

ラ
ブ
伝
に
於
け
る

孔
子
の

位
置

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

津
曲

　
真
一

　
チ

ベ

ッ

ト
の

宗
教
文

献
に

は

屡
々
、

古
代
中

国
の

思

想
家
・

孔
子
に

比

定
さ

れ
る

コ

ン

ツ
ェ

と

呼
ば

れ
る

人
物
が

登

場
す
る

。

古
代
チ
ベ

ッ

ト

に

於
い

て

孔
子
は

、

孔

夫
子
の

音

写
と

思
わ

れ
る

ク
ン

・

プ
ー
・

ツ

ィ

（
匠
ぽ

宦

昌
m身

O
げ
＝．
⊆

叶

゜。

ご
、

あ
る

い

は

ク
ン

ツ
ェ

（

評
げ
二

昌

Φq

房
Φ）

の

名
で

知
ら
れ

て

い

た

が
、

こ

れ
が

次
第
に

転
訛
し

、

彼
は

後
世
の

文
献
中
で

コ

ン

ツ

ェ

瓮
o
昌
oq

畧
の

Φ）

と
い

う
名
で

呼
ば

れ
る

よ

う
に

な
る

。

本
来、

チ
ベ

ッ

ト
文
化
と
は

異
な
る

文
化
に

属
す
る

コ

ン

ツ

ェ

は

今
日、

チ

ベ

ッ

ト
文

化
域

に
お
い

て

広
く

行
わ
れ

る

ト
（
ゆ∋

8
）

と

呼
ば

れ
る
避
禍

招
福

の

儀

礼
や
、

ナ
ク

ツ

ィ

（

口
p
  q

詳
ω

邑

と

呼
ば

れ
る

占
星
術
に

関
す
る

文

献
の

中
に

登
場

す
る

。

ま
た
彼
の

名
は

、

チ

ベ

ッ

ト
語
で

「

幻
術
の

王
」

を
意

味
す
る

ト

ゥ

ル

ギ
・

ギ
ェ

ル

ポ

（ ．
℃

『
苣

ユ

鵬

凱
「

Φq
望

巴
℃
o）

と

い

う

呼

称
を
伴

う
こ

と
が

多
い

。

　

コ

ン

ツ

ェ

に

関

す
る

表
象
は

仏

教
徒
と
ボ

ン

教
徒
の

間
で

は

大
き
く

異
な
っ

て

い

る
。

ト

ゥ

カ

ン

・

ロ

サ
ン
・

チ
ュ

ー

キ
・

ニ

マ

（
一

七
三
七

ー
一

八

〇

二
）

、

ダ
ラ

イ

ラ

マ

五

世
（

昌

ゆq
鋤

oQ

α

ぴ
働
ロ

ぴ窺

σ

δ

げ
N
曽
ロ

ひq

亳
鵬
自・

日
ヨ
げ
〇

一

六
一

七
−
一

六
八
二
）

等
の

手
に

成
る

仏
教
伝

統
に

属
す
る

諸
文
献
に

依
れ
ば、

コ

ン

ツ

ェ

は

中
国
の

五

台
山
に

お

い

て

文
殊
菩
薩
か

ら

占
星
術
の

技
術
を
授
与
さ
れ
た

存
在
で

あ
る

か、

或
い

は

建
築
の

技
術

に

秀
で

た

人
物
で

あ
っ

た
と

伝
え
ら

れ

る
。

一

方、

ボ

ン

教
伝
統
で

は
、

コ

ン

ツ

ェ

は

占
い

の

儀
式
執
行
中
に

瞑
想
の

中
で

呼
び

起
さ
れ

、

儀
礼
執

行
者
に

吉
兆
を

伝
え
る

超
自
然
的
な
存
在
と

み
な
さ
れ

て

お

り
、

ま
た
同

宗
教
伝
統
の

聖
者
で

あ
る

シ
ェ

ン

ラ

ブ
・

ミ

ゥ

（
ゆ亀
ω

『
 

口

『

帥

σ

ヨ一
σ
o
）

の

伝
記
に
よ

れ

ば、

コ

ン

ツ
ェ

は
熱
心
な
ボ

ン

教
信
者
で

あ
っ

た
と

伝
え

ら

れ
て

い

る
。

同
伝
記
に
依
れ

ば、

コ

ン

ツ

ェ

は
ガ

プ
ツ
ェ

　
（

oq
国
げ

房
 ）

と

呼
ば

れ
る

占
星
術
の

た
め
の

計
算
図

表
を
掌
に
持
っ

て

誕

生
し
、

成
人

し
て

湖
上
に

ボ
ン

教
寺
院
を
建

設
し
た

後、

シ
ェ

ン

ラ

ブ

に

帰
依
し、

自

身
の

娘
を
シ
ェ

ン

ラ

ブ
に

与
え
て

親
族
関

係
を

結
ん

だ
と

さ
れ
て

い

る
。

こ

の

他、

同

伝
記
に

は

敦

煌
文
書
に

含
ま
れ
る

所

謂
『

孔
子

項
豪
相
問

書
』

に

見
ら
れ

る

孔
子
と
そ

の

師
と

伝
説
さ

れ
る

少
年
の

対
話
と

類
似
し

た

物
語
が

挿
入
さ

れ
て

お

り
、

チ

ベ

ッ

ト

文
化
に

お

け
る
孔
子
の

受
容
の

あ

り
方
を
見
る

う
え
で

極
め

て

興
味
深
い

も
の

と

な
っ

て

い

る
。

　

本
発
表
で

は

コ

ン

ツ

ェ

と

シ
ェ

ン

ラ

ブ
の

事
績
を

描
い

た
宗
教
画
を

参

照
し
な
が
ら
シ

ェ

ン

ラ

ブ
・

ミ

ゥ

伝
に

於
け
る

コ

ン

ツ

ェ

の

描

写
を
概

観

し
、

ボ

ン

教
と
異

文
化
の

接
触
の

あ
り
方
に
つ

い

て

検
討
し
た

。

ナ

オ
ジ
ョ

テ

か

ら
見
た
パ

ー

ル

シ
ー
・

コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

香
月
　
法
子

　
ナ
オ
ジ
ョ

テ

と
は

、

先
祖
代
々

ゾ
ロ

ア

ス

タ
i
教
を

信
奉
す
る

パ

ー

ル

シ

ー
に

と
っ

て
、

パ

ー

ル

シ

ー

で

あ
れ
ば
遅

く
と
も

十
五

才
ま
で

に

は

受

け
な

け
れ

ば

な
ら

な
い
、

伝
統
的
な
ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー

教
へ

の

入
信
儀
礼
と

さ

れ
て

い

る
。

全
て

の

パ

ー

ル

シ

ー

が
受

け
る

こ

と
が

当
然
で

あ
り、

寺

院
内
の

浄
化
儀
礼
な
ど

よ

り
も
パ

ー

ル

シ

ー
一

般
に

と
っ

て

は
、

も
っ

と

も

馴
染
み
の

あ
る

ゾ

ロ

ア

ス

タ

i
教
儀
礼
で

あ
る

。

　

し
か
し
ゾ

ロ

ア

ス

タ

ー

教
の

儀
礼
と
し

て
、

そ
の

成
立
過
程
を
追
っ

て

434（1156）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


